　A Happy New year!　　北東アジアと中近東
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　世界の３大宗教の聖地エルサレムを訪れた。嘆きの壁では、ユダヤ人が激しく祈りを唱えており、その向かい側には、鮮やかな金で包まれたイスラムのモスクがある。そのすぐ近くには、キリストの最後の晩餐の部屋や樹齢2500年のオリーブの木がある。この平和の象徴オリーブの木に反し、これら３つのユダヤ教、キリスト教、イスラム教の一神教同士の兄弟喧嘩の仲裁の答えは見つからないままである。

　イスラエルとパレスチナの抗争を毎日のように伝えるニュースに接しているとエルサレムは、非常に危険な地域であると思っていたが、実際、この聖地に踏み入れてみると、世界平和の源泉は、エルサレムにあり、エルサレムの問題を解決することにより真実の世界が到来すると感じた。

　エルサレムで開催された国際会議にて、北東アジアの経済圏構築を例に挙げながら中東和平に関するスピーチを行う機会に恵まれた。アジアは一つ。東洋思想と西洋思想の調和なくして世界は滅びてしまう。と一世紀前に、「東洋の理想」を唱えたのは岡倉天心である。今日、中東和平を実現させるためには、天心の思想が必要である。中東は一つ。イスラエルとパレスチナの妥協なしでは、中東は滅びてしまう。しかし、調和の精神があれば中東には大いなる発展の可能性がある。イスラエルの資金と技術力、パレスチナの優秀な労働力、そしてアラブの天然資源と資金を相互補完的に統合させることにより中東経済圏が成り立つ。中東は、まさに西洋と東洋の接点である。西洋思想と東洋思想を調和させることにより互いの価値観を認めあうことができるのである。加えて、一神教的な排他精神を改め多神教的な調和を重んじると同時に、経済協力という中東のすべての国々が共生できるという実利的な思想が重要なのである。

　この考えを述べたところ、多くの反響があった。まさに、北東アジアの自然発生的経済圏構築、即ち中国と北朝鮮の優秀な人材資源、日本、韓国、中国の資金や技術力、ロシア、モンゴル、北朝鮮の天然資源を統合することにより北東アジアの経済圏が成り立つという北東アジア構想が中東にも成り立つのである。経済発展という北東アジア諸国を調和させる構想が紛争を予防するのである。

　中東と北東アジアは、世界の火薬庫と言われている。この両地域を安定させることにより世界平和が実現される。東西の思想の融合と経済協力。これを如何に実現させるか。日本の文化や思想を崩すことなく西洋の技術力や思想を受け入れてきた日本が持つ柔軟な多神教的な考えがますます注目されると考えられる。

アメリカの国家戦略に東洋思想を
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　アメリカの国家戦略に関するセミナーに参加し、理論的に説明された構想の一端を学ぶことができた。しかし、それがいくら優れた戦略であっても、必ずしも世界の平和に貢献するのかどうか疑問に感じる。

　その疑問を払拭するかのように一世紀以上前に岡倉天心が、「西洋流の思考だけでは世界は立ちゆかない時が必ず来る。西洋の人間に向けて、東洋の思想というものを伝えていかなければならない。調和しなければ、世界は滅びてしまう」と西洋の物質文明を批判し、東洋の精神性の重要性を提示している。

　ブッシュ政権は、軍事力を利かせながら市場主義を中心にしたアメリカの民主化により世界を制覇しようとしている。このような西洋思想では、国際テロを解決することは不可能である。

　知る限りでは、ワシントンでの安全保障の論議は、西洋思想の論理的かつ戦略的な観点だけで語られており東洋思想のインプットが皆無である。安全保障を研究するにあたり、文明や思想の源流を考察し、歴史のリズムを把握する作業が必要であると強く感じる。

　半世紀前に出版されたNorman Cousinsの本の中で興味のある記述に出会った。インドの奥地を訪問した時、文字を読むことができないキリストの教えを知らないはずの村人がキリスト教が理想とする生活を行っていることに驚かされ、そこで、キリスト教の源流は、東洋思想に影響されていることに気がついた。とある。

　文明の発祥地の解明には未知数が多すぎるが、7000年前の黄河文明、5000年前のメソポタミア文明やエジプト文明、4500年前のインダス文明、そして2000年近くの歴史を経て生まれた古代ギリシャ、古代ローマ文明の西洋文明との歴史の潮流の中で、明らかに東洋思想が西洋思想の源流になっていることは確かである。

　宇宙観や世界観を持ったヒンドゥー教の源が3500年前に発生し、2500年前に仏教とユダヤ教が同時期に生まれ、500年の時を経てキリスト教が成立し西暦が始まり、そして600年後にイスラム教が生まれたのである。文明の歴史をひもとくと多神教が中心であり、一神教の歴史は比較的浅く2500年しか経過していないことが分かる。

　アメリカ・アラブ・イスラエル間の紛争は、キリスト教、イスラム教、ユダヤ教による一神教の兄弟喧嘩である。これらの対立の根元は、一神教にみられる「神が宇宙を創造した」という考えや、「神が人間を救う」という神が絶対的な存在であるということから排他的な思想につながる。アメリカが介在する中東和平が成功しないのは、一神教の妥協性に欠けるところにないだろうか。宗教の源流を学ぶことにより一神教の紛争回避のヒントが生み出されると考えられる。

　世界には４つのパターンの宗教的な世界観があると思う。第１は、ユダヤ教、キリスト教、イスラム教に見られる一神教のパターン、第２には、インドのように多くの宗教が混沌として多様性に富んでいるパターン、第３は、中国のように国家が正式に宗教を認めぬパターン、最後は、日本に見られる神道、仏教、キリスト教等の異なった宗教を同時に信仰できる柔軟性を有するパターン。日本のパターンが、人類が最も永く育んできた普遍的な宗教観ではないだろうか。

　東洋思想の特徴は、「陰と陽」、「男と女」という相異なる二つの性質の共存を認め、論理的より精神的、感覚的なものに重きをおき、世の中の潮流に柔軟に対応し、かつ自然との調和を大切にするところにある。一方、西洋思想の特徴は、物質的な力が原理であると考え、人間の知性が自然をも征服できうるという力と理論に重点をおいている。

　人間には、肉食を主とする遊牧民的体質と、穀物を主とする農耕民的体質がある。このように思想や人間の体質が陰と陽といった二つの特徴に分かれるように思われる。歴史軸を考察すると、この両者が互いに調和してヒューマニティーが形成されてきたように思われる。人類の歴史は戦争である。との考えも正しいかもしれないが、戦争を行っても発展が続くのは、人間の本質は、「ヒューマニティーと調和」であるからだろう。そうでなく西洋思想だけでは、人類はとっくの昔に滅んでしまったかもしれない。

　ブッシュ政権の国家戦略の欠陥は、西洋思想一辺倒であるところにある。40年以上前のケネディーの国家戦略は、東洋思想が含まれており柔軟性に富んでいる。何故ならケネディーは、ガンディーの影響を受けたからである。そのガンディーは2000年以上前の」アショカ王の影響を受けているのである。21世紀の中国の国家戦略は、多国間、協調的な外交・安全保障政策、有人宇宙飛行に見られるように、ケネディーの国家戦略に類似している。中江兆民や中江丑吉といった思想家は、東西の思想をうまく調和させている。

　このように東洋と西洋の思想の調和により優れた国家戦略が生み出されてきたと考えられる。本日、渡辺謙とトムクルーズ主演による、「Last Samurai」が封切られた。早速、この映画を鑑賞し、「武士道」の精神的な魅力こそ世界が求めているのではないかと強烈に感じた。中東や国際テロの問題を解決するためにもブッシュ大統領に是非勧めたい映画である。ブッシュ大統領が、武士道や東洋思想を学び、武力という物質的な力では、崇高な精神には勝てないということを学ぶべきである。イラク戦の泥沼化から抜け出すには、日本としてはイラク戦を支持した以上、自衛隊の派遣は避けられないと考えるが、アメリカに対し、武士道や東洋思想を伝える方がよりアメリカのみならず地球のためになると思われてならない。
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「国際フリーター、世界を翔る―21世紀の坂本龍馬をめざせ」中野 有 (著) 価格： ￥1,500

カスタマーレビュー：21世紀の白いカンバスに、地球を舞台にした自由奔放で大きなデッサンを描く、それが「国際フリーター」。米シンクタンク研究員である著者が、自らの波乱万丈の体験を基に語る「脱ニッポンのススメ」。

――――――――――――――――――――

　私はフリーターこそ、今日の日本の閉塞感と古臭い慣習から脱却が可能な、大きな潜在性を秘めた生き方ではないかと思っている。　日本がだめでも世界があるさ――どうせフリーターをやるなら「国際フリーター」の方がずっと面白い。　現代の日本だからこそ、それが可能なのだ。目的意識と情熱さえあれば世界中どこへでも行けるし、人々から歓迎される。地球を歩くこ　とにより感動とめぐりあう。　私は日本の大学を卒業して以来、２０年以上も地球上のあちこちを歩き回ってきた。５大陸を歩き、勉強　し、働いて素晴らしい仲間とめぐり合うことができたのだ。現地にとけこみ仕事をしてきた国や地域は、イラク、オーストリア、南アフリカ、リベリア、オーストラリア、ハワイなどである｡そして、アメリカ・ワシントンでは、世界有数のシンクタンクであるブルッキングス研究所で、世界が最も注目する北朝鮮問題を担当　してきた。なんという偶然か、私の過ごしてきたのはすべて、この半年ほど、外交や安全保障の問題と直接関係し、世界の注目を集めた場所ばかりである。それができたのも私が「国際フリーター」だったからだ。国連職員やシンクタンクの研究員は、一流大学を優秀な　成績で卒業した秀才だけがなるのではない。海外に出て、自分のやりたいことを探していくと、こうした仕事に就くための最短距離のハ　イウェーだけでなく、横道や裏道、小道、細い道などが縦横に張りめぐらされているのがわかる。２１世紀の白いカンバスに、地球を舞　台とした自由奔放で大きなデッサンを描く。地球全体を仕事場にした「地球の働き方」が必ずある。それが「国際フリーター」の生き方　なのである。 
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＊例外的日本人―夢と冒険に生きる人々 竹村 健一 (著) 「北東アジアのグランドデザイン―発展と共生へのシナリオ」NIRAチャレンジ・ブックス 北東アジアグランドデザイン研究会 (著) DV裁判 北村 朋子 (著) フリーターという生き方 小杉 礼子 (著) フリーターがわかる本!―フリーターでいいの?フリーターがいいの?チャートBOOKS フリーター研究会 (編集)
中野有氏の意見：
去る12月27日、中野有氏が、日本帰国寸前に、北陸中日に掲載されるイスラエルコラムを送ってくださいました。

もっとも最新刊です。また提携誌である萬晩報に掲載された中野氏のエッセイを転載しお送ります。
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